
 

 

 

 

 

 

平成27年度新組織でスタート 
 ６月 10 日（水）城東中学校を会場に第１回城東学園全体研修会が行われました。 

 今年度からは、これまでの活動の成果と課題を検証して、新しい組織での活動となりまし

た。保育園、幼稚園、小学校の職員が、城東中学校の授業を参観した後、部会に分かれて今

年度の活動の計画について協議しました。 

＜これまでの組織＞         ＜新組織＞ 

○ 校・園長会 

○ 教頭会 

○ 教務部 

○ 生徒指導部 

○ 研修部 

○ 保健部 

○ 事務部 

   

○ 校・園長会 

 ○ 教頭・主任会 

 ○ 子ども育成部 

 ○ 研修部 

 ○ 安心・安全部 

 

○ 授業風景 

城東中学校では、 

  「生徒が主体的に追究・表現し、『わかった』『できた』を実感できる授業」 
  を大切にしています！ 

  

＜授業参観の感想から＞ 

・落ち着いて学習する姿が見られた。学ぶ姿勢がしっかりしている。 

・１年生の成長が著しい。３年生では、積み重ねや成長を感じた。 

・小学校から中学校へのつながりが大切である。 
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 ☆全職員の参加！ 

☆共通理解！ 

☆活動内容の 

精選と充実！ 

～保幼小中連携で子どもを育てる取組～ 



○ 各部の主な活動 

  部会では、各部で取り組む活動について協議し、今年度の計画を作成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各地区コーディネーターの皆様です 
 各地区コーディネーターの皆様は、子ども育成支援協議会において重要な役割を担うとと

もに、園・学校に対しては、ボランティアの紹介と連絡調整を通して、城東学園の各園・学

校を支援してくださっています。保護者、地域の皆様にもコーディネーターの活動について

広く知っていただき、御協力をお願いします 

 

佐束地区担当         中地区担当          土方地区担当 

堀川久史 様      杉本光繁 様      高塚秀雄 様 

＜子ども育成部＞ 

・あいさつ運動 

 ・長期休業明けの合同登校指導 

 ・城東学園のきまりの検討 

 

＜研修部＞ 

 ・授業案検討会 8/3 

・第２回全体研修会（佐束小学校会場）9/16 

・公開保育・公開授業への参加 

 

＜安心・安全部＞ 

 ・合同引き渡し訓練 9/4 

 ・保健授業（小５）命の授業（中学校） 

 



城東学園通信
「家庭学習７か条」は活用されていますか
学力向上のために、小さな頃から家庭学習をしっかり行う習慣を付けたい。そのために、

保幼小中で一貫した指導をしていこうということで、平成 24 年度から、『城東学園 家庭

学習７か条』を作り取り組んできました。家庭の目立つ所に貼ってもらい、学校と家庭が

連携して子どもを育てていこうというねらいでしたが、本年度の家庭学習の様子はどうだ

ったでしょうか。

小学校では、「自分で立てた目標に向かって読書する」児童が３７％と低く、昨年度と

比べても２％下がってしまいました。読書はすべての学習の基盤となり、「心の栄養」と

なるともいわれます。来年度は学校でも家庭でも、もう少し読書を意識して子どもたちに
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呼びかけていきたいと思います。それ以外の項目は昨年度と比べて３～７％増えています。

『家庭学習７か条』が少しずつ定着してきたことが分かります。

中学校では、昨年度と比べて、どの項目も２～８％できている生徒が増加しました。「分

からないところは翌日先生に質問する」「宿題は家族に見てもらう」は２８％、２９％と

決して高くはないのですが、昨年度に比べ増加しました。

「挨拶標語」 優秀賞１３点決定
本年度、城東学園子ども育成支援協議会では、「城東学園の子どもたちの挨拶を掛川一

にしよう」をテーマとして取り組んできました。そして「城東学園の大人や子どもの挨拶

への意識を高める」ために『挨拶標語』を募集し、先日優秀賞１３点(１４人)を決定しま

した。今後は、これらの標語を使ってポスターや看板を作ったり、地域の回覧板にも載せ

たりして、地域全体の挨拶への意識を高めようと考えています。

○あいさつで 顔がにっこり 心はほっこり（中幼稚園 西郷 悠さん）

○あいさつで きとうにえがお あふれるよ（城東保育園 粂田純哉さん）

○すてきなあいさつ あのこどこのこ きとうのこ！（城東保育園 野島恋華さん）

○子は見てる 親のあいさつ まねている（佐束幼稚園 大庭冬初さん）

○あいさつで 笑顔あふれる 城東学園

（土方幼稚園 松本優彩さん、佐束小学校 大庭 葵さん）

○いつでも どこでも だれにでも 元気にあいさつ あふれる笑顔（佐束小 前堀彩花さん）

○あいさつは じぶんをうつす かがみだよ（佐束小学校 四戸大翔さん）

○あいさつで 笑顔あふれる きとうの輪（中小学校 粂田涼香さん）

○あいさつで わたしも みんなも ぽっかぽか（土方小学校 楠ヶ谷結菜さん）

○届くといいな ぼくの声 つながり広がる 明るいあいさつ（城東中 丸山珠央さん）

○あいさつで 広げよう 地域の絆（城東中 佐々木蓮斗さん）

○あいさつは まっていないで 自分から（城東中 榛葉ひとみさん）

○あいさつで すてきな笑顔の まちづくり（土方地区 三輪直司さん）
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城東学園通信
報徳講演会 ～「二宮金次郎に学ぶ今を生きる知恵」～

１１月５日に城東中学校で、報徳講演会を行いまし

た。今回、大日本報徳社講師で、郷土史研究家、詩人

でもある石野茂子さんに来ていただきました。

午前中は城東中学校区の小学校３、４年生に、二宮

金次郎の生き方についてお話しいただきました。絵を

見せていただいたり、教えを一緒に唱えたり、自分が

がんばっていることを発表したりし、子どもたちは、

あっという間の１時間だったと言っていました。

午後は保護者や地域の人たちを対象に、「今をいかに

生きる～我が子とＰＴＡ活動～」と題し、奉職４５年

の中で、三人の子育てをする時大事にしてきたこと等

を、大変わかりやすくお話いただきました。 【子どもたちに話をする石野茂子さん】

講演を聞いた子どもたちと保護者の方の感想を紹介します。

今日のお話を聞いて、金次郎さんは、子どもの時、

自分は働けないからいいやという考えではなく、自分

から何ができるか探していたから、僕も、金次郎さん

みたいな生き方をしたいです。石野さんが教えてくれ

た３つのこと、「あいさつをする」「返事をする」「靴

をそろえる」の３つのことをしっかり守っていきたい

です。 〔４年男児〕

【講演を聴く 3、4年生】

今日のお話を聞いて心に残ったことは、私たちは、お父

さんとお母さんの、そのまたお父さんとお母さんが、途中

でなくなっていたら、ここにはいなかったんだということ

です。 私も、お父さんお母さん、おじいちゃんおばあち

ゃん、そのまた上の人みたいに、家族や自分を大切にして

いきたいです。 〔４年女児〕

【自分の考えを発表する４年生】
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去年は、中桐先生のお話を伺い、今年も石野先生の楽しいお話を聞くことができて、

いい一時間でした。昨日、子どもとちょっとしたケンカをしたのですが、今日帰ったら、

ごめんねと私から謝りたいと思います。人と比べるために生まれてきたわけではない

という言葉が心に残りました。我が子は、部活も一生懸命やっているし、何より、学

校が楽しそうです。それが一番かなと改めて感じさせられました。 〔保護者〕

日常生活の身近なことが話題になっていて、とてもわかりやすかったです。食の大切

さ、よくかむこと、これからも大事にしたいと思います。そして、石野先生に伺ったよ

うに、人と比べるためではなく、自分だけの ONLY ONEの人生を歩んでいきたいと
改めて思いました。 〔石野さんの講演会を知り御参加いただいた方〕

観音山は 感動山！ ～３小合同自然教室 １２／１２，１３～

今年の自然教室は、佐束小、中小、土方小の５年生の混合の班を作り、ウォークラリー

や沢登り等の活動を行いました。観音山の大自然の中で、子どもたちは、初めて会った友

達と協力し助け合いながら山や川の中を進んでいく

体験をし、たくさんの感動を手にしたようです。

【沢登り：慎重によじ登る子どもたち】

【城東学園５年生の子どもたち

佐束小３５人、土方小２９人、中小１８人】

山頂登山では、大きな石がたくさんあって転びそうになり

ました。途中で、同じ班の 佐束、中、土方のみんなでお弁

当を食べました。私は､そこでＮちゃんとＦちゃんと仲良くな

りました。・・中略・・ナイトウォークラリーでは、こわいな、

大丈夫かなと思っていたけど、班の人がいたから怖くありま 【初めて会った友達と一緒に】

せんでした。Ｆちゃんは、｢一緒に手をつなげば怖くないよ。」と言ってくれてうれ

しかったです。・・中略・・最後のお別れの集いの時、観音山で雪が降りました。初

雪だそうです。自然教室を通して、中学に行ってもみんなと仲良くできそうだなと思

いました。 5年女児の作文より




















